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こ
の
「
市
民
意
識
調
査
」
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
策
定
に
関
連
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
実
態
や
活
動

状
況
、
市
政
へ
の
関
心
度
な
ど
の
現
状
を
把
握
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
て
市
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。�

今
回
の
特
集
で
は
、
調
査
結
果
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。�
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○
調
査
の
対
象�

　
3
月
1
日
現
在
、
市
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
80
歳
未
満
の
男
女�

○
調
査
対
象
者
数
　
2
、0
0
0
人
�

○
抽
出
方
法�

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
、
地
区
別
、
男
女

別
、
年
齢
別
人
口
比
率
を
調
整
し
て
無

作
為
抽
出
し
ま
し
た
。�

○
調
査
時
期
　
4
月
11
日
〜
5
月
15
日�

○
設
問
項
目
数
　
33
問�

○
調
査
方
法
　
郵
送
に
よ
る�

○
回
収
結
果�

　
有
効
回
収
数
9
9
2
人�

　
回
収
率
49
・
6
％�

　（
男
4
3
8
、女
5
3
9
、不
明
15
）�

年代別回収状況

回収率� 63.7％� －�63.7％�51.0％�48.1％�35.8％�29.7％�

そう思う�
29.7％�

必要と思える医療が受けられている
と思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」と答えた方は、合計で75.8％となり、
ほぼ4人に3人は必要と思える医療が受
けられていると感じていることを示して
います。�

どちらかといえば�
そう思う�
44.2％�

どちらかといえば�
そう思う�
46.1％�

どちらかといえば�
そう思わない�
18.0％�

どちらかといえば�
そう思わない�
8.6％�

そう思わない�
7.2％�

わからない�
7.2％�

不明　1.2％�

飯田市が、子育てしやすい環境（育児
や保育など）のまちだと思いますか？�

現在子育て中の方に限定した質問です。「そ
う思う」「どちらかといえばそう思う」と答
えた方は、合計で55.8％となりました。男
女別の状況は、女性の方が「子育てしやす
い環境のまち」と思っている割合が高い結
果となりました。�
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不明�わからない�全くそう思わない�

どちらかといえばそう思わない�どちらかといえばそう思う�そう思う�

全　体�
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70歳以上�

飯
田
市
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
皆
さ

ん
の
思
い
を
大
事
に
受
け
と
め
、
今
後
の

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

そう思う、どちらか�
といえばそう思う�
と答えた方の割合�

4 居住基盤に満足� 3 バス・鉄道等の便利さ�

2 道路の安全通行�

1 地域への誇り�飯田市に対する印象�

地域の誇りと思えるもの�
１位　豊かな自然�
２位　歴史や伝統�
３位　地場産業や農産物�

満足できない居住環境�
１位　下水道�
２位　テレビ�
３位　水道�

１ 地域への誇り�
　「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答

　　えた方は合計で75.3％で、40歳代～60歳代　
　　が高い数値を示しています。�
２ 道路の安全通行�
　過半数の 52.3％の方が安全に通行できないと
　　感じていることがうかがえます。�
３ バス・電車等の便利さ�
　便利だと思う方と思わない方は、ほぼ同じ割合
　　です。便利だと思う方の中では60歳代、70歳
　　代が高い数値を示しています。�
４ 居住基盤に満足�
　「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答

　　えた方は合計で74.1％で、40歳代～50歳代　
　　が高い数値を示しています。�
５ 身近な自然の保守�
　過半数の 57.7％の方は自然が守られていると
　　思っていますが、3割の方は自然が守られてな
　　いと受け止めています。�

飯田市にとって三遠南信地域・中
京圏との交流が重要だと思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう
思う」と答えた方は、合計で74.2％と
なりました。男性では8割を超える方
が重要と思っています。�
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不明　3.9％�
わからない�
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全くそう思わない�
4.1％�

どちらかといえば�
そう思わない�
3.8％�

市民と行政による協働のまちづくりが進められている
と思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた方は、
合計で34.7％となりました。「わからない」が20歳代、30
歳代で約4割と高い数値を示しています。�

これからも飯田市に住み続けたいと思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と
答えた方は、合計で82.8％となりました。�
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2.9％�
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5 身近な自然�
の保守�
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後
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開�

市
民
意
識
調
査
結
果
の
全
項
目
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.city.iid

a.nag
ano.jp

/jouhousuishin/

）

の
ほ
か
、
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。�

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
の
目
標
設
定
の

た
め
の
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ

れ
ら
事
業
の
詳
細
は
、
今
後
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。�

今
後
も
、
継
続
的
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�
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120億�
（円）�
120億�
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普通会計� 特別会計�

旧南信濃村 11億7,304万円�旧南信濃村 11億7,304万円�旧南信濃村 11億7,304万円�
旧上村  3億 8,459万円�旧上村  3億 8,459万円�

旧南信濃村 29億3,463万円�旧南信濃村 29億3,463万円�旧南信濃村 29億3,463万円�
旧上村 28億4,451万円�旧上村 28億4,451万円�旧上村 28億4,451万円�

飯田市�
402億526万円�
飯田市�

402億526万円�
飯田市�

402億526万円�
飯田市�

585億350万円�
飯田市�

585億350万円�
飯田市�

585億350万円�

新飯田市�
438億2,605万円�
新飯田市�

438億2,605万円�
新飯田市�

438億2,605万円�
新飯田市�

594億193万円�
新飯田市�

594億193万円�
新飯田市�

594億193万円�

平成�
16年度
平成�
16年度
平成�

16年度末�

平成�
17年度
平成�
17年度
平成�

17年度末�

平成�
16年度
平成�
16年度
平成�

16年度末�

平成�
17年度
平成�
17年度
平成�

17年度末�

旧南信濃村 17億3,222万円�旧南信濃村 17億3,222万円�
旧上村   8億 3,926万円�旧上村   8億 3,926万円�

飯田市�
88億4,498万円�

飯田市�
88億4,498万円�

飯田市�
88億4,498万円�

新飯田市�
105億7,407万円�
新飯田市�

105億7,407万円�
新飯田市�

105億7,407万円�

計 1,060億�
　 4,553万円�
計 1,060億�
　 4,553万円�
計 1,060億�
　 4,553万円�

計 1,032億�
　 2,798万円�
計 1,032億�
　 2,798万円�
計 1,032億�
　 2,798万円�

計 114億�
　 1,646万円�
計 114億�
　 1,646万円�
計 114億�
　 1,646万円�

一　般　会　計�一　般　会　計�一　般　会　計�

（単位:万円）�（単位:万円）�

会　計　名�会　計　名�会　計　名� 歳入決算�歳入決算�歳入決算� 歳出決算�歳出決算�歳出決算�

事業勘定�
直診勘定�
事業勘定�
直診勘定�
事業勘定�
直診勘定�

国民健康保険特別会計�国民健康保険特別会計�国民健康保険特別会計�

収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�

収益的収支�
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収益的収支�
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資本的収支�

収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�
収益的収支�
資本的収支�

病院事業会計�病院事業会計�病院事業会計�

市立病院�市立病院�市立病院�

高松分院�高松分院�高松分院�

水道事業会計�水道事業会計�水道事業会計�

計�計�計�
合　　　　　　計�合　　　　　　計�合　　　　　　計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �
介 護 保 険 特 別 会 計 �
地方卸売市場事業特別会計�
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 �
墓 地 事 業 特 別 会 計 �
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �
農業集落排水事業特別会計�
下 水 道 事 業 特 別 会 計 �
介護老人保健施設特別会計�
特別養護老人ホーム特別会計�
上村デイサービスセンター特別会計�
上村しらびそ高原観光事業特別会計�

特
　
　
別
　
　
会
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特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

特
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市債（借金）残高（借金）残高�市債（借金）残高�

■問合せ  財政課  10265（22）4511  内線2231

収益的収支…営業などに係る収支（料金収入や職員給与など）�
資本的収支…施設の建設などに係る収支（施設建設のための補助�
　　　　　　金や地方債、建設費、地方債元金の償還金など）�

収益的収支…営業などに係る収支（料金収入や職員給与など）�
資本的収支…施設の建設などに係る収支（施設建設のための補助�
　　　　　　金や地方債、建設費、地方債元金の償還金など）�

今回の決算から「実質公債費比率」という新たな財
政指標が用いられることになり、平成17年度は17.7％と
なりました。また「起債制限比率」は合併もあり11.8％
となりました。�
財政の弾力性を示す「経常収支比率」は85.3％と、
前年度よりも2.9ポイント悪化しています。�

今回の決算から「実質公債費比率」という新たな財
政指標が用いられることになり、平成17年度は17.7％と
なりました。また「起債制限比率」は合併もあり11.8％
となりました。�
財政の弾力性を示す「経常収支比率」は85.3％と、
前年度よりも2.9ポイント悪化しています。�

財政指標の状況�財政指標の状況�財政指標の状況�

市道1-30号　熊野殿岡線の開通�市道1-30号　熊野殿岡線の開通�市道1-30号　熊野殿岡線の開通式典風景� 座光寺保育園の改築�座光寺保育園の改築�座光寺保育園の改築� 企業人材確保住宅の整備（千栄）�企業人材確保住宅の整備（千栄）�企業人材確保住宅の整備（千栄）�

会計別の収支�会計別の収支�

普通会計は21億 5,835 万円
減少し、全体で28億 1,755 万
円の市債が減りました。�

普通会計は21億 5,835 万円
減少し、全体で28億 1,755 万
円の市債が減りました。�

普通会計は21億5,835万円、
全体で28億 1,755 万円の市債
が減りました。�

特定の目的に使用する基金も含め一般会計全体では
8億4,239万円の減額となりましたが、合併という特殊事
情の中で、取り崩しを最小限に留めました。�

特定の目的に使用する基金も含め一般会計全体では
8億4,239万円の減額となりましたが、合併という特殊事
情の中で、取り崩しを最小限に留めました。�

基金（貯金）残高（貯金）残高�基金（貯金）残高�

※普通会計…一般会計と墓地事業�
　　　　　　特別会計�
※特別会計…上記以外の特別会計�

※起債制限比率…普通会計の市債の返済額から地方交付税で補て
んされる額を除いた数値が、市税などの一般財源に占める割合で、
過去過去3カ年の平均の平均で表します。この数値の数値が2020％以上になると市
債の発行が一部制限されます。（平成17年度市町村全国平均11.4％）�
※経常収支比率…人件費、公債費公債費などの経常的の経常的な経費経費に、市税市税、
地方交付税地方交付税などの経常的な一般財源収入一般財源収入が充当されている割合
を示します。数値が低いほど財政の弾力性が高い。�
　（平成17年度市町村全国平均90.2％）�

※起債制限比率…普通会計の市債の返済額から地方交付税で補て
んされる額を除いた数値が、市税などの一般財源に占める割合で、
過去3カ年の平均で表します。この数値が20％以上になると市
債の発行が一部制限されます。（平成17年度市町村全国平均11.4％）�
※経常収支比率…人件費、公債費などの経常的な経費に、市税、
地方交付税などの経常的な一般財源収入が充当されている割合
を示します。数値が低いほど財政の弾力性が高い。�
　（平成17年度市町村全国平均90.2％）�

※実質公債費比率…起債制限比率算式の市債の返済額に、公営
企業企業や一部事務組合一部事務組合などの返済額の返済額も足したもの。この数値の数値が1818
％未満であれば協議のみで市債の発行が可、18％以上になると
知事の許可の許可が必要必要、さらに2525％以上以上になると一定一定の市債の市債の発行の発行
が制限されます。（平成17年度市町村全国平均15.0％）�

※実質公債費比率…起債制限比率算式の市債の返済額に、公営
企業や一部事務組合などの返済額も足したもの。この数値が18
％未満であれば協議のみで市債の発行が可、18％以上になると
知事の許可が必要、さらに25％以上になると一定の市債の発行
が制限されます。（平成17年度市町村全国平均15.0％）�



農林水産業費�
20億1,286万円（4.9％）�

その他�
5億9,233万円（1.4％）�

総務費�
46億　32万円�
（11.3％）�

教育費�
34億2,095万円�
（8.4％）�

土木費�
45億8,255万円�
（11.2％）�

消防費�
14億5,619万円（3.6％）�

民生費�
94億7,586万円�
（23.2％）�

衛生費衛生費�
52億8,942万円万円�
（13.0％）％）�

公債費　公債費　�
58億4,659万円万円�
（14.3％）％）�

国庫支出金�
34億4,272万円（8.3％）�

市債�
26億3,980万円�
（6.3％）�

諸収入�
27億2,364万円�
（6.6％）�

地方消費税など�
交付金�
30億5,750万円�
（7.4％）�

商工費�
32億3,965万円�
（7.9％）�

商工費�
32億3,965万円�
（7.9％）�

農林水産業費�
20億1,286万円（4.9％）�

議会費�
3億   857万円（0.8％）�
議会費�
3億   857万円（0.8％）�

その他�
5億9,233万円（1.4％）�

総務費�
46億　32万円�
（11.3％）�

教育費�
34億2,095万円�
（8.4％）�

土木費�
45億8,255万円�
（11.2％）�

消防費�
14億5,619万円（3.6％）�

民生費�
94億7,586万円�
（23.2％）�

衛生費�
52億8,942万円�
（13.0％）�

公債費　�
58億4,659万円�
（14.3％）�

408億2,529万円万円�408億2,529万円�

歳出�歳出�

市税�
129億3,062万円�
（31.1％）�

市税�
129億3,062万円�
（31.1％）�

市税�
129億3,062万円�
（31.1％）�

地方交付税�
109億6,887万円�
（26.4％）�

地方交付税�
109億6,887万円�
（26.4％）�

地方交付税�
109億6,887万円�
（26.4％）�国庫支出金�

34億4,272万円（8.3％）�

市債�
26億3,980万円�
（6.3％）�

諸収入�
27億2,364万円�
（6.6％）�

県支出金�
17億3,927万円（4.2％）�

繰越金�
9億7,726万円（2.3％）�

繰入金�
10億7,018万円（2.6％）�

その他�
9億     82万円（2.2％）�

地方消費税など�
交付金�
30億5,750万円�
（7.4％）�

分担金・負担金�
10億7,466万円（2.6％）�

歳入�歳入�
415億2,534万円�415億2,534万円�
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一般会計　歳入�一般会計　歳入�

一般会計　歳出�一般会計　歳出�

○自立した財政運営を行うための重要な収入であ
る市税は、129億 3,062万円で前年度対比 0.9
％の微増。うち、個人市民税は35億 7,844万
円で8年ぶりに2.0％の増額、法人市民税は13
億 5,030 万円で4.1％の減額、固定資産税は
67億 644万円で1.7％増額となりました。�
○地方交付税全体では、109億 6,887万円で1.2
％の増額増額、うち特別交付税は合併により6.6％
増の13億 4,532万円を確保できました。�
○国庫支出金は、橋南第二地区市街地再開発事
業や扇町駐車場の土地取得により、6.0％の増額。
県支出金は、災害復旧費や座光寺保育園建設
終了に伴い7.7％の減額となりました。�

○自立した財政運営を行うための重要な収入であ
る市税は、129億 3,062万円で前年度対比0.9
％の微増。うち、個人市民税は35億 7,844万
円で8年ぶりに2.0％の増額、法人市民税は13
億 5,030 万円で4.1％の減額、固定資産税は
67億 644万円で1.7％増額となりました。�
○地方交付税全体では、109億 6,887万円で1.2
％の増額、うち特別交付税は合併により6.6％
増の13億 4,532万円を確保できました。�

○国庫支出金は、橋南第二地区市街地再開発事
業や扇町駐車場の土地取得により、6.0％の増額。
県支出金は、災害復旧費や座光寺保育園建設
終了に伴い7.7％の減額となりました。�

※文中の数値は、旧２村分の決算額を含む。比較は前年度対比。�

○地域経済活性化プログラムの策定や企業人材
確保住宅の整備、国際自転車レースの誘致など
を行い、産業振興に向けて大きく踏み出しました。
商工費全体では、橋南第二地区市街地再開発
事業がピークを迎え、20.8％の増額となりました。�
○子育て支援として、市内3カ所に「つどいの広
場」を開設開設、乳幼児福祉医療費給付事業乳幼児福祉医療費給付事業の拡
充などを行いました。民生費全体では、0.7％の
減額となりました。�

○学校をはじめとする公的施設の耐震診断、木造
住宅の耐震診断・改修への補助などを行い、
防災対策を強化しました。�
○情報基盤○情報基盤の整備整備として、遠山郷遠山郷ケーブルテレビ
網（上村・南信濃）の整備を行いました。�
○市債（借金）の返済である公債費は、4.5％の
減額、議会費も合併による議員数の減により、
10.3％の減額となりました。�

○地域経済活性化プログラムの策定や企業人材
確保住宅の整備、国際自転車レースの誘致など
を行い、産業振興に向けて大きく踏み出しました。
商工費全体では、橋南第二地区市街地再開発
事業がピークを迎え、20.8％の増額となりました。�
○子育て支援として、市内3カ所に「つどいの広
場」を開設、乳幼児福祉医療費給付事業の拡
充などを行いました。民生費全体では、0.7％の
減額となりました。�
○学校をはじめとする公的施設の耐震診断、木造
住宅の耐震診断・改修への補助などを行い、
防災対策を強化しました。�

○情報基盤の整備として、遠山郷ケーブルテレビ
網（上村・南信濃）の整備を行いました。�

○市債（借金）の返済である公債費は、4.5％の
減額、議会費も合併による議員数の減により、
10.3％の減額となりました。�

飯田市、上村、南信濃村が合併し、新飯田市が誕生した平成17年度。旧2村分（4～9月）の決算
額も含め、全体では、909億円余の決算額となりました。厳しい財政事情の中で歳入確保と経費の節減
に努め、市税収納率は10年ぶりに0.5ポイント上昇し94.0％となりました。地方財政の見通しは依然とし
て不透明な状況にあり、国の下支えに頼らない財政基盤を構築できるよう、行財政改革大綱・集中改革
プランを18年度中に策定し、一層効率的な行財政経営に努めます。�



　9月15日、シチズン平和時計株式会社とパワーアップ協

定を締結し、また、三菱電機株式会社中津川製作所飯田

工場からは、地域経済自立化支援宣言を受けました。地域

経済活性化プログラムに基づき、引き続き、企業の皆さんの

ご意見を聞きながら、連携して取り組んでまいります。�

　10月2日に、橋南第二地区市街地再

開発ビル「トップヒルズ第二」本町プラ

ザに「まちなかインフォメーションセンタ

ー」を設置し、観光課事務所を移転しま

した。また10月4日には、トップヒルズ第

二のしゅん工式が行われました。�

　新たなにぎわい拠点を中心に、観光

情報の発信や民間機関と連携した誘客

活動など、まちなか観光事業を進めてま

いります。�

　「敬老の日」が近づいた9月15日を中心に、市長ほ

か理事者や地区役員などが祝賀訪問を行いました。ま

た、市内各所で長寿を祝う行事が行われました。ますま

すお元気で長生きしてください。おめでとうございます。�

まちなか観光を推進�
インフォメーションセンター開設�

「敬老の日」祝賀訪問�

ますますお達者で�

関係者によるテープカット（しゅん工式）�

インフォメーションセンター�

白金飯田工場長による支援宣言� 5世代9人家族の市村と志さん（100歳）�
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　秋晴れに恵まれた10月15日、昨年に

引き続いて龍江、千代地区で実業団の

自転車レースが開催されました。今年の

大会は、ＢＲ－１の選手を対象とした年間

シリーズ戦、通称「Ｊツアー」の最終戦と

なり、初代のシリーズチャンピオンが飯田

で誕生しました。�

　高低差約190ｍの過酷なコースを全

力で走り抜ける選手たちには、沿道から

熱い声援がおくられていました。�

10月4日～16日、台湾百貨店で開催。南信州地域か

ら27商品を持ち込んで販促活動を行いました。今後

も、継続的な輸出販売ルートをつくっていくため、実績

と課題をもとに、事業者の支援を続けていきます。�

地域経済自立化に向けて�南信州いいだ物産フェアin台北�

確かな手応え�

協定締結と支援宣言�

全日本実業団サイクルロードレースin飯田�

秋の飯田を疾走�

試食を通じて台湾消費者の好みを探る�

ＢＲ－１スタート風景�

沿道からの声援が選手の力となる�

パワーアップ協定を締結する海野社長と市長�

� 2006.11.1［広報いいだ］�
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た
ば
こ
の
害�

　
3
人
に
1
人
が
「
が
ん
」
で

亡
く
な
る
時
代
を
迎
え
、
な
か

で
も
「
肺
が
ん
」
に
よ
る
死
亡
は

第
1
位
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

呼
吸
器
が
専
門
で
、
た
く
さ
ん

の
肺
が
ん
患
者
さ
ん
を
診
ま
す
。

た
ば
こ
と
肺
が
ん
の
関
係
は
古

く
か
ら
知
ら
れ
、
肺
が
ん
（
喫
煙

者
の
危
険
率
は
、
吸
わ
な
い
人

の
約
8
倍
）
や
喉
頭
が
ん
（
喫

煙
者
の
危
険
率
は
、
吸
わ
な
い

人
の
約
30
倍
）
は
、
今
な
お
克

服
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
悪
性

腫
瘍
で
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年
話

題
に
な
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
肺

が
ん
に
関
す
る
危
険
率
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
暴
露
の
無
い
方
の
数

倍
で
、
明
ら
か
に
た
ば
こ
の
方

が
危
険
な
の
で
す
。�

　
最
近
、
肺
が
ん
以
外
に
若
い

頃
の
喫
煙
習
慣
が
も
と
で
、
数

十
年
し
て
息
切
れ
を
起
こ
す
非

常
に
厄
介
な
病
気
（
肺
気
腫
）
が

増
加
し
、
喫
煙
に
関
係
す
る
脳

や
心
臓
の
病
気
も
含
め
、
た
ば

こ
の
害
が
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
肺
気
腫
の
あ

る
患
者
さ
ん
で
は
、
仮
に
肺
が

ん
が
見
つ
か
っ
て
も
、
呼
吸
が

弱
い
た
め
に
肺
の
一
部
を
切
り

取
る
手
術
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
さ
ら
に
肺
の
悪
い
方
で

は
、
胃
や
腸
の
病
気
で
も
、
手
術

の
麻
酔
す
ら
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。�

　
お
よ
そ
20
年
前
、
俳
優
の
ユ

ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー
が
、
亡
く
な
る

直
前
「
私
は
肺
が
ん
で
す
。
た
ば

こ
を
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
、
テ
レ

ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ

カ
で
は
喫
煙
率
が
減
少
し
、
20

年
を
経
て
よ
う
や
く
肺
が
ん
の

増
加
に
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
日
本
で
は
喫
煙

を
放
置
し
、
男
性
の
約
４
割
、
女

性
の
約
1
割
が
今
な
お
喫
煙
者

で
、
肺
が
ん
も
肺
気
腫
も
年
々

増
加
の
一
途
で
す
。
私
は
、
何
と

か
肺
が
ん
を
減
ら
し
た
い
と
思

い
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
診
断
、

治
療
、
お
看
取
り
を
し
て
い
ま

す
。
手
術
で
き
な
か
っ
た
肺
が

ん
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
内
科
で

行
わ
れ
る
抗
が
ん
剤
や
放
射
線

は
、
多
く
の
肺
が
ん
で
、
わ
り
あ

い
元
気
な
方
の
平
均
生
存
期
間

を
数
カ
月
延
ば
し
ま
す
が
、
完

治
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

ば
こ
を
吸
う
方
に
は
厳
し
い
話

で
す
が
、
今
日
禁
煙
す
る
こ
と

が
20
年
後
の
健
康
被
害
を
減
ら

し
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康

を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う
。� 市立病院　内科・呼吸器科�

塚平  晃 弘  医師�

　
こ
の
9
月
27
日
に
、
昨

年
10
月
に
飯
田
市
で
行
わ
れ

た
日
独
地
域
国
際
化
サ
ミ
ッ

ト
に
引
き
続
き
、
ド
イ
ツ
の

ウ
ル
ム
市
（
人
口
12
万
人
）

に
お
い
て
第
2
回
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
都
市

が
抱
え
る
人
口
問
題
の
解
決

を
目
指
し
て
ー
日
独
比
較
ー
」

を
テ
ー
マ
に
、
両
市
が
直
面

す
る
高
齢
化
問
題
へ
の
対
処

を
お
互
い
の
経
験
に
基
づ
い

て
議
論
す
る
も
の
で
し
た
が
、

私
が
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、

「
都
市
の
文
化
が
人
材
を
惹

き
つ
け
、
都
市
に
活
力
を
も

た
ら
す
」
と
い
う
ヴ
ェ
ツ
ヒ
副

市
長
の
考
え
方
で
し
た
。�

　
ウ
ル
ム
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、

大
学
や
ハ
イ
テ
ク
関
連
の
研

究
機
関
・
企
業
が
集
積
す
る

学
研
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ウ
ル
ム
市
民
の

誇
り
は
、
何
と
言
っ
て
も
世

界
一
高
い
大
聖
堂
（
高
さ

1
6
1
m
）で
す
。
こ
の
大
聖

堂
は
1
3
7
7
年
の
着
工
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
常
に

ウ
ル
ム
市
民
の
手
に
よ
っ
て
築

か
れ
て
き
て
お
り
、
地
理
的

に
も
文
化
的
に
も
ウ
ル
ム
の

中
心
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。�

　
副
市
長
の
考
え
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
私
が
お
会
い
し

た
ウ
ル
ム
市
役
所
の
方
々
の

多
く
は
ウ
ル
ム
の
出
身
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
彼

ら
は
ま
さ
に
ウ
ル
ム
の
文
化

に
惹
か
れ
て
そ
こ
に
移
り
住
み
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
市
民
と
共
に
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
の

で
す
。�

（
サ
ミ
ッ
ト
の
様
子
な
ど
は
、

http://w
w
w
.city.iida.nag

ano.jp/hishokouhou/ko
uhou/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）�

そ
の
23
　�

TEL.0265-21-1255

TEL.0265-22-5060

第
2
回
日
独
地
域
国
際
化
サ
ミ
ッ
ト�

in
ウ
ル
ム�

こ
う
と
う�

し
ゅ
よ
う�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
私
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
。
小
さ

い
子
ど
も
の
面
ど
う
を
見
る
の
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。�

　
保
育
士
に
な
れ
た
ら
、
今
以
上
に
、
園
児
の
気
持
ち
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
よ
り
も
っ
と
も
っ

と
勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
ぁ
ー
と
感
じ
て
い
ま
す
。�

　
私
は
嫌
な
こ
と
や
困
難
に
出
く
わ
す
と
泣
い
た
り
逃
げ
た

り
し
が
ち
な
の
で
、
そ
う
い
う
点
を
な
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
は
ず
っ
と
、
人
に
た
い
し
て
笑
顔
で
接
し
て
い
き

た
い
で
す
。�

保
育
士
に�

な
り
た
い�

下黒田東子ども図書館長�

田中治美 さん�

感動したこと�

　先日、初めて上高地を訪れました。

天候にも恵まれ、目に映るものすべて

見る人を魅了してやまない自然に、感

動の連続でした。

　立ち枯れの木々が幻想的な大正池、

河童橋から眺める山々は想像以上に素

晴らしく、原生林に囲まれた神秘的な

明神池では野生のマガモやイワナを間近で見られたのもうれ

しい出来事でした。梓川両岸の遊歩道を散策するなどして、

大いにリフレッシュすることができました。

　自然を旅することは、人に多くの感動を与えます。この飯

田にも自然の魅力がいっぱいあります。もっと大勢の方々に

飯田へ足を運んでいただいて、豊かな自然を堪能していかれ

ることを望みます。

代田淳子さん（東野）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

はやし�さ� え�
�
�
�
�
�

か�

林紗恵加 さん�
（千栄小６年）�

先月の大蔵吉博 さん（丸山）からのリレー�た�なか� み�はる�

た�しろ� こ�あつ�

交流を深めあう�
子ども図書館�

　「そーれ、１年生の登場だ！」　金
曜日の午後３時、既に１時間以上前か
ら開館を待っていたスタッフに笑みが
こぼれる。「こんにちは」「お帰り」
「ご苦労さん」　子ども図書館開館時
のいつもの光景です。�
　上郷下黒田東地区では、子どもが安
心して過ごせ、子ども相互、さらには
子どもと大人も交流のできる場とし
て、コミュニティ消防センター内に
「子ども図書館」を設置しました。今
年４月から毎週金曜日の午後、子ども

たちを受け入れていますが、毎回20人
前後が利用しています。図書は、地域
の方々から1,800冊もの寄贈をいただ
き、運営は、地域の各種団体役員と地
域住民サポーターが当たります。�
　来館した子どもたちは元気いっぱい
で、宿題・読書・工作などに取り組ん
だり、ゲームやさまざまな遊びに興じ
たりしています。学年の枠を超え、1
年生から６年生まで一緒になって楽し
んでいる様子を見るにつけ、「これこ
そ子どもの本来の姿。大事にしていか
なければなあ」と痛感しています。�
　子どもたちが楽しみに来館できる魅
力ある図書館をめざして、これからも
努力していきたいと思っています。�
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市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
市

政
功
労
者
表
彰
式
を
十
月
二
日
に
行
い
、

市
長
か
ら
表
彰
状
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）�

平成１８年度市政功労者表彰�

市
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

公
民
館
長
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

芸
術
文
化
向
上
の
た
め
美
術
品
を

寄
附
さ
れ
た�

公
園
用
地
と
し
て
土
地
を
寄
附
さ

れ
た�

防
犯
対
策
向
上
の
た
め
防
犯
教
材
を
寄
附
さ
れ
た�

教
育
文
化
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

地
場
産
業
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

工
業
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

市
街
地
整
備
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

後
藤
　
修
三�

内
山
ナ
ツ
子�

湯
澤
　
雋
二�

櫛
原
　
千
榮�

熊
谷
　
悦
子�

今
村
　
和
之�

井
上
　
正�

前
田
産
業 

株
式
会
社�

松
村
　
栄
一�

当日の式典にご出席いただいた皆さん�

飯
伊
学
生
防
犯
対
策
支
援
協
会

株
式
会
社 

一
真
堂�

木
下
　
長
志�

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社�

野
原
産
業 

株
式
会
社�

木
下
　
博
隆�

株
式
会
社 

エ
ヌ
・
イ
ー�

松
村
　
弘
芳�

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社�



通信�

Pick UpPick Up

通信�

■問合せ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/
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子どもの森公園これからの行事予定

▼紅葉の虚空蔵山へ登ろう��
　親子で楽しみながらゆっくり秋
山を登ってみましょう。生物と
地質の専門家がご案内します。��
　11月23日-（荒天中止）�
　10:00～13:00�
　集　合：公園入口ゲート付近�
　持ち物：タオル、防寒着など、
　　　　水筒、軽い昼食�
　参加受付：11月1日d～20日b�
�
▼土の中のミクロの世界��
　12月9日g　13:30～15:00�
　集合：なかまの館�

森森探検隊

　10:30～13:00�
▼ピザの日ピザづくり�
　11月19日a　材料費150円�
�
▼焼きおにぎりづくり�
　12月3日a　材料費50円�

食の工房体験学習

　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼クリスマスツリーをかざろう！��
　公園のクリスマスツリーの飾り
を作ってかざろう��
　11月25日g�
�
▼クリスマスリースをつくろう　�
　12月2日g

なかまの館体験学習

　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼木のクラフトづくり��
　自然の材料で自由に工作！��
　11月18日g�
�
▼点字プレートづくり��
　釘を使った点字プレートづくり��
　11月25日g�
�
▼ぼくらのまちづくり③��
　11月26日a

木の工房体験学習

　10:00～12:00、13:00～15:00�
▼紙飛行機を作ろう��
　11月4日g�
�
▼ひと筆で描く砂絵��
　11月5日a�
�
▼風船ロケットを作ろう��
　11月11日g�
�
▼ブーメランを作ろう��
　11月12日a�
�
▼ポンポン船を作ろう��
　11月18日g�
�
▼クリップマジックをマスター�
　しよう（新企画）��
　11月25日g�
�
▼万華鏡を作ろう��
　11月26日a

理科実験ミュージアム

※このほか「アップルけんだまクラブ」「モンクール絵本読み聞かせ」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

クリスマスリースの
　　　　　土台を作ろう

11月25日（土）　9:00～11:00�
持ち物：汚れてもよい服装、筆記用具�

（対象：小学3年生以上）�

　かわらんべ周辺に生えて
いる「クズ」のつるを使って、
クリスマスリースの土台や、
おしゃれなカゴ作りに挑戦
しましょう。�

対象 :小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00

かわらんべ
これからの講座予定

11月15日d　持ち物：エプロン�

11月18日g　持ち物：筆記用具、水筒�

11月22日d　持ち物：筆記用具、カメラ�

12月2日g　持ち物：エプロン、筆記用具�

12月7日e　持ち物：筆記用具、水筒�

12月9日g　9:00～13:00�
持ち物：長靴、水筒�

■申込・問合せ（講座は事前申込が必要です）�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

天竜川総合学習館�
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土
地
利
用
基
本
方
針�

（
試
案
）
に
ご
意
見
を�

赤
線
・
青
線
の�

払
い
下
げ
に
つ
い
て�

犬
、
猫
の
不
妊
・
去
勢�

手
術
に
補
助
し
ま
す�

����

▼
試
案
の
閲
覧
場
所�

　
市
役
所
企
画
課
・
支
所
・
自
治

　
振
興
セ
ン
タ
ー
、
飯
田
市
公

　
民
館
、
飯
田
５
地
区
公
民
館
、

　
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

　
ナ
ー�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。�

▼
ご
意
見
提
出
方
法�

　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル�

※
様
式
を
問
い
ま
せ
ん
。�

▼
提
出
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
企
画
課
　
土
地
利
用
計
画
係�

　
内
線
２
２
５
２�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
３
）４
５
１
１�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　ikikaku@
city.iida.nagano.jp�

���

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
国
有
財
産
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た

赤
線
（
道
路
）
と
青
線
（
水
路
）

が
市
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。�

����

　
そ
の
中
に
は
、
廃
道
路
や
廃

水
路
敷
に
な
っ
て
い
た
り
、
道

路
や
水
路
の
付
け
替
え
に
よ
り

機
能
を
喪
失
し
て
い
る
用
地
も

あ
り
ま
す
。�

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
用
地

と
隣
接
す
る
土
地
を
一
体
化
す

る
こ
と
で
有
効
活
用
が
可
能
と

な
る
土
地
の
所
有
者
に
、
積
極

的
に
払
い
下
げ
て
い
ま
す
。�

　
払
い
下
げ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
管
理
計
画
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
管
理
計
画
課
　
管
理
係�

　
内
線
２
７
４
５�

���

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
が
手
術
の

補
助
を
行
い
ま
す
。�

▼
補
助
対
象�

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
居
住
す

　
る
、
生
後
６
カ
月
以
上
の
健

　
康
な
犬
及
び
猫
の
飼
養
者
。

　
犬
に
つ
い
て
は
狂
犬
病
予
防

　
法
に
基
づ
く
登
録
・
予
防
注

　
射
実
施
済
み
で
あ
る
こ
と
。�

����

▼
補
助
金
額
・
予
定
頭
数�

○
不
妊
手
術
（
雌
）�

　
４
、
０
０
０
円
　
２０
頭�

○
去
勢
手
術
（
雄
）�

　
３
、
０
０
０
円
　
１０
頭�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
し
ま
す
。�

▼
手
術
実
施
期
間�

　
１２
月
４
日
b
〜
１５
日
f�

▼
申
込
方
法�

　
往
復
は
が
き
に
、
①
住
所
②

　
氏
名
③
電
話
番
号
④
犬
・
猫

　
の
種
類
⑤
犬
・
猫
の
性
別
⑥

　
犬
・
猫
の
年
齢
⑦
犬
の
場
合

　
は
鑑
札
ま
た
は
注
射
済
番
号

　
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

　
い
。�

※
１
戸
に
つ
き
１
通
と
し
ま
す
。�

▼
申
込
期
限�

　
１１
月
２２
日
d
（
必
着
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４�

　
飯
田
市
追
手
町
２
―
６
７
８�

　
飯
田
保
健
所�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６�

�����������

　
市
で
は
、
６
月
に
定
め
た
国

土
利
用
計
画
第
２
次
飯
田
市
計

画
の
実
現
に
向
け
、
土
地
利
用

の
目
標
や
基
本
的
な
方
針
と
な

る
「
土
地
利
用
基
本
方
針
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
こ
の
基
本
方
針
の
試
案
を
公

開
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を�

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
、
今

　
後
開
催
す
る
土
地
利
用
計
画

　
策
定
市
民
会
議
、
地
区
懇
談

　
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
基

　
に
試
案
の
見
直
し
を
行
い
、

　
素
案
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。�

▼
試
案
の
閲
覧
と
ご
意
見
募
集

　
期
間
・
時
間�

　
１１
月
６
日
b
〜
１２
月
８
日
f�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。�
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ�

開
設
方
法
の
変
更�

全
国
青
少
年
健
全
育
成�

強
調
月
間�

出
産
費
受
領
代
理
制
度�

飯
田
国
際
交
流
の
夕
べ�

第
9
回
勤
労
者
ま
つ
り�

���
　
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

出
産
育
児
一
時
金
３５
万
円
を
給

付
し
て
い
ま
す
。�

　
１１
月
１
日
か
ら
、
こ
の
一
時

金
を
市
が
医
療
機
関
に
直
接
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、一
時

立
て
替
え
払
い
の
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。�

　
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前（
分
娩
予
定
１
カ
月
前
か
ら
）

の
申
請
と
医
療
機
関
の
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。�

※
詳
細
は
各
医
療
機
関
の
窓
口

　
ま
た
は
保
健
課
国
保
係
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
国
保
係�

　
内
線
５
５
２
３�

���

　
常
設
し
て
き
ま
し
た
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ
」
は
、
１１
月

か
ら
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１

時
〜
５
時
３０
分
を
集
中
相
談
日

と
し
て
開
設
し
、
職
業
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
若
者
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。�

　
仕
事
に
関
す
る
相
談
は
ど
ん

な
こ
と
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。�

※
水
曜
日
午
後
以
外
の
相
談
を

　
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象�

　
概
ね
３５
歳
く
ら
い
ま
で
の
方�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
事
務
室�

▼
問
合
せ�

　
産
業
振
興
支
援
室
　
労
政
係�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８�

���

　
今
日
の
青
少
年
が
直
面
す
る

問
題
は
、
少
年
犯
罪
・
非
行
の

続
発
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も
に

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
青
少
年
に
有
害
な
自

動
販
売
機
の
設
置
事
例
が
管
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
「
青
少
年
を
地
域
社
会

で
は
ぐ
く
む
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
「
有
害
自
動
販
売
機
Ｎ

Ｏ
運
動
」
な
ど
、
青
少
年
が
健

全
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
地
域

の
力
で
進
め
ま
し
ょ
う
。�

※
生
涯
学
習
課
・
下
伊
那
地
方

　
事
務
所
で
は
、
有
害
自
動
販

　
売
機
設
置
防
止
、
撤
去
に
関

　
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

　
ま
す
。
　�

▼
相
談
・
問
合
せ�

○
生
涯
学
習
課�

　
内
線
３
５
７
３�

○
下
伊
那
地
方
事
務
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
７
４�

���

▼
日
時
　
１２
月
１０
日
a�

　
午
後
４
時
〜
７
時�

▼
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー�

▼
テ
ー
マ�

　
手
を
つ
な
ご
う
！�

　
世
界
は
一
つ�

▼
内
容�

　
１０
カ
国
以
上
の
料
理
や
文
化

　
な
ど
を
紹
介
す
る
「
ワ
ー
ル

　
ド
縁
日
」
と
、
各
国
の
歌
や

　
踊
り
の
出
演
に
よ
る
「
ワ
ー

　
ル
ド
ス
テ
ー
ジ
」
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。�

▼
参
加
費
　
１
、０
０
０
円�

　
（
中
学
生
以
上
）�

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
１１
月
１５
日
d
か

　
ら
、
市
役
所
１
階
受
付
と
、

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
男
女
共
同

　
参
画
課
窓
口
に
て
販
売
。�

※
当
日
、
会
場
で
も
購
入
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
持
ち
物
　
自
分
の
食
器�

　（
コ
ッ
プ
、
皿
、
ス
プ
ー
ン
、

　
は
し
な
ど
）�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
国
際
交
流
推
進
協
会
事

　
務
局
（
男
女
共
同
参
画
課
）�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　danjo@
city.iida.nagano.jp�

���

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

が
も
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
11
月
２３
日
-�

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
東
栄
町
）�

※
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
広
場
（
旧
天

　
龍
社
跡
地
）駐
車
場
か
ら
シ
ャ

　
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
勤
労
者
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

　（
産
業
振
興
支
援
室
労
政
係
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８�
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重
度
心
身
障
害
者
等�

介
護
支
援
金
事
業�

社
会
福
祉
審
議
会
委
員
�

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
10265-22-0416

11月 6 日b◆ 8 日d�
◆13日b◆20日b

◆24日f◆27日b

12月 4 日b◆11日b

　
旬
ま
で
に
案
内
と
申
請
書
を

　
送
付
し
ま
す
。�

▼
基
準
日
　
１０
月
１
日�

▼
支
給
日�

　
来
年
１
月
中
旬
を
予
定�

▼
新
規
事
業
の
実
施�

　
市
で
は
、
介
護
慰
労
金
支
給

　
事
業
の
見
直
し
と
併
行
し
て

　
今
年
度
か
ら
、
在
宅
で
高
齢

　
者
や
障
害
者
・
障
害
児
を
介

　
護
す
る
方
を
支
援
す
る
た
め

　
の「
在
宅
介
護
者
等
リ
フ
レ
ッ

　
シ
ュ
入
浴
事
業
」「
介
護
者

　
慰
労
短
期
入
所
事
業
」「
認

　
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
」

　
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

※
詳
細
は
広
報
い
い
だ
８
月
１

　
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

○
要
介
護
高
齢
者
に
つ
い
て�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係�

　
内
線
５
３
８
４�

○
障
害
者
・
障
害
児
に
つ
い
て�

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係�

　
内
線
５
３
１
２�

�

�������

　
市
で
は
、
福
祉
や
健
康
づ
く

り
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
く
「
飯
田
市
社
会

福
祉
審
議
会
」
を
設
置
し
、
高

齢
者
福
祉
（
介
護
保
険
を
含
む
）、

児
童
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
健

康
づ
く
り
の
分
野
別
に
分
科
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た

だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。
社
会

福
祉
に
関
心
が
あ
る
方
は
、
積

極
的
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
分
科
会
・
公
募
人
数�

○
児
童
福
祉
分
科
会
　
　
３
人�

○
障
害
者
福
祉
分
科
会
　
４
人�

○
高
齢
者
福
祉
分
科
会
　
４
人�

○
健
康
づ
く
り
分
科
会
　
５
人�

▼
委
員
の
任
期
　
３
年
間�

▼
応
募
資
格
　
飯
田
市
に
住
所

　
を
有
す
る
２０
歳
以
上
の
方�

▼
応
募
方
法
　
り
ん
ご
庁
舎
福

　
祉
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
、
飯
田
市
社
会
福
祉
審

　
議
会
委
員
申
込
書
を
入
手
し
、

　
次
の
テ
ー
マ
で
書
い
た
作
文�

　（
８
０
０
字
以
内
）を
添
え
て

　
り
ん
ご
庁
舎
福
祉
課
ま
で
持

　
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
各
分
科
会
の
作
文
テ
ー
マ�

○
児
童
福
祉
分
科
会�

　
「
子
育
て
と
そ
の
支
援
の
あ

　
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」�

○
障
害
者
福
祉
分
科
会�

　「
障
害
者
の
自
立
に
向
け
て
、

　
日
常
生
活
・
就
労
を
ど
の
よ

　
う
に
支
援
し
て
い
く
か
」�

○
高
齢
者
福
祉
分
科
会�

　
「
高
齢
者
が
健
や
か
に
安
心

　
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
私

　
が
で
き
る
こ
と
」�

○
健
康
づ
く
り
分
科
会�

　「
私
の
健
康
観
」�

▼
募
集
期
間�

　
１１
月
１
日
d
〜
３０
日
e�

　（
消
印
有
効
）�

▼
選
考
　
作
文
を
も
と
に
選
考

　
し
、
年
齢
、
男
女
の
バ
ラ
ン

　
ス
に
配
慮
し
て
決
定
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
１�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　fukushi@
city.iida.nagano.jp

���
　
在
宅
で
重
度
の
要
介
護
高
齢

者
や
障
害
者
・
障
害
児
を
介
護

す
る
方
へ
の
介
護
慰
労
金
支
給

事
業
に
代
え
て
、「
介
護
支
援
金

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。�

　
事
業
の
変
更
に
伴
い
、
介
護

者
・
要
介
護
者
の
要
件
を
一
部

変
更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

▼
介
護
者
の
要
件
　�

　
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の

　
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
市
内

　
に
６
月
以
上
住
所
を
有
し
、

　
基
準
日
の
１
年
前
に
６
月
以

　
上
「
要
介
護
者
」
と
同
居
し
、

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方�

▼
要
介
護
者
の
要
件�

　
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の

　
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方�

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

　
障
害
程
度
区
分
の
区
分
４
、

　
５
、
６
に
認
定
さ
れ
た
１８
〜

　
６４
歳
の
方�

○
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
要
介

　
護
区
分
が
要
介
護
３
、
４
、

　
５
に
認
定
さ
れ
た
方
　
　�

▼
申
請
方
法�

　
該
当
す
る
方
に
は
、
１１
月
上�
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自
衛
隊
生
徒�

11月の納税

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(11月分)

11月30日(木)

■問合せ　企画課　内線2226

★多様な主体による具体的な事業の展開�

政策の目的�
市民、市内滞在者、市内の財産の�
①安全が確保される。�
②快適に暮らし、過ごせる。�

暮らしと生命を守る安全
安心で快適なまちづくり
暮らしと生命を守る安全
安心で快適なまちづくり

災害対策の推進�

地域安全の推進�

交通機関と道路の充実�

居住基盤の向上�

活気ある街づくりの推進�

計画的な空間利用の推進�

交通安全の推進� 市民、市内滞在者、財産について、�
交通事故の被害が軽減される。�

この目的の達成度合いを表す成果指標�

☆多様な主体の協働による課題解決にむけて�

※計画期間はＨ19～Ｈ23の前期５年間です。�

この成果指標の成果を高めるための�
主体の役割分担�

①交通事故の死傷者数�

Ｈ17現在�
　798件�

Ｈ23�
700件※�

Ｈ17現在�
　618件�

Ｈ23�
550件※�

②交通事故の発生件数�

政策政策 施策施策 （施策の目的）�（施策の目的）�

役割
道路交通法に基づく交通取締、交通規制�
交通啓発活動�
従業員や構成者に対する交通安全啓発活動�
交通安全意識の向上・交通ルールの順守�
安全対策、交通安全施設整備、啓発活動�

主体
警察�
地域団体�
事業者�
個人�
行政�

●政策施策の体系についての詳細は、広報いいだ 9月
１日号をご覧ください。�
●右図の主体の役割に基づき、具体的な事務事業を今後、
相談していきます。市役所では現在、行政の役割に
基づく事務事業を計画しています。�

　市政懇談会では、「目標の達成に向けて、多様な主体による具体的な事業の展開」
についてご質問やご意見をいただきました。�
　このことを、今、全国的な問題となっている交通事故を一例にご説明します。�

政策とは、まちづくりの目
標を実現するために解決す
べき課題別分野�

＜全9分野＞�

施策とは、政策実現のため
に市民の皆さんと協働して
取り組む具体的な課題�

＜全46分野＞�

第5次基本構想・基本計画レポート第5次基本構想・基本計画レポート

���
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
出
張
所
で
は
、
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。�

　
自
衛
隊
生
徒
は
、
特
に
技
術

者
を
養
成
す
る
制
度
で
、
特
別

職
国
家
公
務
員
と
な
り
、
４
年

の
教
育
期
間
中
３
年
で
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
取
得
し
ま
す
。�

▼
受
験
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

　
し
、
平
成
１９
年
４
月
１
日
現

　
在
、１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の

　
男
子
で
、中
学
卒
業
者
ま
た

　
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

　
程
修
了
見
込
み
の
方�

▼
募
集
締
切
　
１
月
９
日
c�

▼
第
１
次
試
験
　
１
月
１３
日
g�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
自
衛
隊
長
野
地
方

　
協
力
本
部
飯
田
出
張
所�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）２
６
１
３�

�
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緑
に
よ
せ
る�

フ
ォ
ト
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ�

親
と
子
の
い
き
い
き
講
座�

玉
造
部
の
会�

飯
伊
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア�

こ
ど
も
科
学
工
作
教
室�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座�

た
ま
つ
く
り
べ�

※
最
優
秀
賞
１
点
（
図
書
券
３

　
万
円
分
）
な
ど
各
種
賞
が
あ

　
り
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
４
４
０
―
８
５
０
１�

　
豊
橋
市
公
園
緑
地
課�

　
1
０
５
３
２（
５
１
）２
６
５
５�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.city.toyohashi.�

　aichi.jp/kouen/�

�������

　
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
を
対
象
に
、
料
理
教
室
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１２
月
３
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時�

▼
場
所
　
松
尾
公
民
館�

▼
持
ち
物
　�

　
エ
プ
ロ
ン
、手
ぬ
ぐ
い
、湯
の

　
み
、皿
１
枚
、汁
わ
ん
、は
し�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
２７
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
児
童
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

���

　
軟
ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い

石
で
勾
玉
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
１１
月
１９
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　（
材
料
費
・
入
館
料
な
ど
）�

▼
定
員
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
。�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
、氏
名
、年
齢
（
学
年
・�

　
学
校
）、電
話
番
号
を
明
記
の

　
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ

　
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
１３
日
b�

　（
消
印
有
効
）�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org

���

　｢

も
の
づ
く
り｣

や｢

最
新
の

科
学｣

を
、
楽
し
み
な
が
ら
体

験
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
-�

○
午
前
の
部�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

○
午
後
の
部�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

▼
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー�

▼
内
容�

○
午
前
の
部�

　
「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
キ
ッ
ト

　
製
作
」�

・
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上�

・
定
員
　
４０
人�

・
参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　�

○
午
後
の
部�

　
「
超
低
温
の
世
界
と
び
っ
く
り

　
わ
く
わ
く
超
伝
導
ジ
ェ
ッ
ト�

　
コ
ー
ス
タ
ー
」�

・
対
象
　
小
学
１
年
生
以
上�

・
定
員
　
５０
人
程
度�

・
参
加
費
　
無
料�

▼
申
込
方
法
　
詳
細
は
学
校
を

　
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　�

▼
問
合
せ�

　
工
業
課
　
工
業
振
興
係�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）５
６
４
４�

���

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
備
え
、
冬
の

部
屋
飾
り
と
し
て
も
華
や
か
な
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま

す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５�

　
歳
ま
で
の
方�

▼
日
時�

　
１１
月
２８
日
c�

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時�

▼
講
師
　
西
尾
美
可
氏�

　（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）�

▼
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円�

▼
定
員
　
１０
人
（
先
着
）�

▼
持
ち
物
　
木
バ
サ
ミ�

▼
受
付
時
間�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

　（
日
曜
日
・
祝
日
は
午
後
５

　
時
ま
で
受
付
）�

▼
申
込
受
付
開
始�

　
１１
月
６
日
b�

▼
申
込
方
法�

　
電
話
で
申
し
込
む
か
、
ホ
ー

　
ム
窓
口
に
受
講
料
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

���
　
テ
ー
マ
は
「
花
」。
三
遠
南
信

地
域
に
自
生
す
る
花
を
、
写
真

と
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現

し
、
生
き
生
き
し
た
あ
な
た
の

気
持
ち
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。�

▼
作
品
体
裁�

○
写
真
　
プ
リ
ン
ト
で
サ
イ
ズ

　
は
２
Ｌ
版
（
１
２
７
×
１
７

　
８
mm
）
と
し
ま
す
。�

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

　
た
作
品
や
デ
ジ
タ
ル
処
理
し

　
た
作
品
も
同
サ
イ
ズ
に
プ
リ

　
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
短
詩
、
短
歌

　
な
ど
表
現
方
法
は
自
由
で
す
。�

※
専
用
の
応
募
用
紙
は
、
飯
田

　
市
役
所
本
庁
舎
受
付
ま
た
は

　
豊
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
応
募
規
定�

　
１
人
３
点
以
内
と
し
、
未
発

　
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
１１
月
３０
日
e（
消
印
有
効
）ま

　
で
に
、
写
真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
を
添
え
、住
所
、氏
名
、電
話

　
番
号
、
撮
影
場
所
を
明
記
の

　
上
、
豊
橋
市
公
園
緑
地
課
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�
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年度別の満足度推移�
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環境レポート�

■問合せ　環境課　環境政策係　内線5246

環境レポート�環境レポート�（平成17年度　環境計画年次報告書）No.7（平成17年度　環境計画年次報告書）No.7

平成17年度「環境レポート」から、今回は「居住地域における満足度」について報告します。�

　21’いいだ環境プランでは、住民アンケートで、「居住地域の
生活環境に関する満足度」に、「満足」「やや満足」と答えた方の
割合を全体の３分の２（67％）以上とすることを目標にしてい
ます。�
　環境課には、不法投棄、野焼きによる悪臭なども含めた大気
汚染、水質汚濁など、さまざまな相談が寄せられます。平成16
年度は301件ありました。�
　市としては、これら生活環境の「悩み」の解消に努め、一人で
も多くの方に「暮らしやすい」と感じていただけるような取り
組みを進めていきたいと考えています。�
　ただし、さまざまな相談の中には、近隣住民への配慮やコミ
ュニケーションの不足のためにおきた問題も少なくありませ
ん。一人ひとりのちょっとした心がけが、よりいっそう暮らし
やすい飯田市の実現につながります。�

平成17年度実施事業の評価を公表しています�平成17年度実施事業の評価を公表しています�平成17年度実施事業の評価を公表しています�

ご意見・問合せ

　市では、平成15年度から行政評価を導入し
ました。行政評価とは、行政が限られた財源を
有効活用するため、施策や事業の目的を整理し、
より効果的に進める仕組みです。�
　今回公表する「事務事業進行管理表」には、
17 年度の事業について担当課が自己評価し、
成果を高めるために今後どう改善していくかと
いう案を記載しています。�
　評価結果に対して市民の皆さんからご意見等
をいただき、次年度以降の事業の進め方を決定
します。�
■評価結果の概要�
○平成17年度実施事業のうち447事業につい
て評価し、214事業は、何らかの改革改善が
必要と考えています。�
○特に改革改善が必要と評価し、平成18年度
以降の進め方を確認した事業は右表のとおり
です。�
※詳細は企画課または市ホームページでご覧い�
　ただけます。�
　（http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/hyouka/）�

ご意見・問合せご意見・問合せ
企画課　行政経営係　内線2222�
※各事業については事業担当課へ
　お問い合わせください。�

〈　〈　〈　〈　〈　〈　行　政　評　価　情　報　〉　〉　〉　〉　〉　〉

○休廃止する主な事業�

事務事業名� 課等名�

医療情報システムの改修� 高松分院�

ふれあい福祉ｾﾝﾀｰ運営補助事業�福祉課�

浄・配水施設中央監視ｼｽﾃﾑ改良事業�水道課�

○統合する主な事業�

事務事業名� 統合先の事業名�

自治協議会助成事業� 地域自治組織への交付金事業�

経営改善支援体制整備事業� 農業振興センター負担金事業に統合�

企業用地分譲・あっせん事業� 工業課�企業誘致事業・産業用地整備事業に統合�

都市再生総合整備事業� 土木課�まちづくり交付金事業へ再編成�

ムトス青年塾� 公民館�青年教育事業へ統合�

多文化共生のまちづくり事業� 公民館�多文化共生事業へ統合�

地域舞台芸術家育成事業� 文化会館�市民舞台芸術創造支援事業�

○目的の見直しをする事業�

事務事業名� 課等名� 見直しの内容�

重度身心障害者・介護者慰労事業�福祉課�支給要件を見直し、介護生活支援に�
関する事業として実施�

奨学金貸与事業� 学校教育課�Ｕターン者に対して奨学金の償還の�
減免を行う制度の導入�

課等名�

庶務課�

農業課�
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11月25日(土)～12月３日(日)

　江戸時代に刊行された名品図録集を展
示します。現在の美術書と比べてお楽し
みください。�
　展示解説会：11月25日g 午後1時�
※事前にご連絡いただければ展示の解説
　をします。�
�
○「集古十種」�
　松平定信編の名品の大図録集。よろい
　かぶと・刀剣などの実測原寸図録。�
�
○「古図類聚一巻」�
　高島千春編さんの文房具の名品図録集�
�
○「古今名物類聚」�
　松平不昧編さんの名物茶道具の図説�

うわぐすり釉が富士山のような山形
をしており銘の由来となっています。�

「唐物肩衝茶入銘富士山」�
からものかたつきちゃいれ�

■問合せ　中央図書館　1 0265（22）0706

図書館特殊コレクション
飯田城主堀家の所蔵本を紹介�

第６回　図書館まつり第６回　図書館まつり第６回　図書館まつり第６回　図書館まつり第６回　図書館まつり第６回　図書館まつり

12月3日A�
午後1時～3時�
中央図書館読書室�

図書館文章講座会員の方々による作品を、
朗読ボランティア会員の方々が朗読しま
す。朗読によることばの世界をお楽しみ
ください。�

コラボレーション
（文章講座と朗読ボランティア）�

○演題「飯田市立図書館のお宝と歩み」�
○講師　瀧本慈宗氏�
　図書館には隠れたお宝がたくさんあります。
　講師独特の話術でその魅力にせまります。�

11月25日G　�
午後2時～3時�
中央図書館研修室�

ミニ講演会

※河合隼雄氏の講演会は講師の都合により中止になりました。�

こずるいじゅう�

ここんめいぶつるいじゅう�

しゅうこじっしゅ�

※11月27日Bは休館�

午前10時～午後5時�
中央図書館�

11月25日G～12月3日A

ひさかた和紙
工作（折紙）教室

対象　小学生以上�
�

11月26日A　鼎図書館　�
「折りたたみえほん」�
午前10時30分～11時30分�

12月2日G　中央図書館　�
「クリスマスツリー」�
午後2時～4時�

○講師　竹内恵子氏�
（日本折紙協会講師）�

小
桜
韋
黄
返
威
鎧�

こ
ざ
く
ら
が
わ
き
が
え
し
お
ど
し
よ
ろ
い�
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こ
こ
ろ
の
相
談
日�

無
料
税
務
相
談
会�

市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

市長の留守番電話�

場　所相談名 日　時 問合せ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

１１月１０日（金）�
１１月２４日（金）�
１３:３０～１６:３０�

１１月１２日（日）�
１１月１９日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

場　所相談名 日　時 問合せ

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１１月２１日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１１月１０日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク�

「女性に対する暴力をなくす運動」�
　　　　　　　　　　　実施期間�

11/12～2511/12～2511/12～25

■ＤＶ防止セミナー�
　講演「子どもたちのデートに今何がおきているか」�
　対談「ＤＶが子どもに与える影響」�
▼日時　11月16日e�
　　　　午前10時～午後3時40分�
▼場所　岡谷市長野県男女共同参画センター�
　　　　“あいとぴあ”�
※託児は事前に申込が必要です。�

■全国一斉「女性の人権ホットライン」�
　配偶者からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引､セク
ハラ、ストーカー行為など、女性に対する暴力は、女
性の人権を著しく侵害するものです。�
　残念ながら、この様な行為は依然
として発生しています。もし、あな
たが被害を受けていたら…ひとり
で悩まず、お電話ください。�
▼直通電話番号�
　1０５７０（０７０）８１０�
▼実施期間�
　11月13日b～19日a�
　午前8時30分～午後7時30分�
　（土・日曜日は午前10時～午後5時）�

■あなたの身近なところでも相談を行っています。
婦人相談所、男女共同参画センター、警察、法務局、
市役所などにご相談ください。�

■問合せ　男女共同参画課　内線5351

�������
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

●開館時間 午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、1／12�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�11月18日G～来年2月21日D

�

出山のコガキ（でやまのこがき）�
飯田市南信濃和田��

遠山中学校向いの山に植えられています。未熟な果実から
採取した柿渋で渋紙を作り、養蚕に使用しました。熟すと食
べることもできます。胸高周囲は約２．５mあり、これほどのコガ
キの大木はめったに見ることはできません。�

ルリクワガタ類の標本（長野県産）�

「集める楽しみ、調べる魅力」�
自然収蔵コレクション展�

〈特別陳列〉�

　博物館は「もの」を集め整理し、保存する役割を担ってい
ます。自然部門では昆虫、植物、化石、鉱物などを自然界か
ら取り出し磨き上げ、一点一点整理して保管します。たった
１つの寡黙な標本でも、集めて整理していくと、さまざまな
ストーリーを語りはじめるのです。�
　標本が語るのは、地球の歴史、生き物の進化、地域の形成史、
生き物たちの生きる様。博物館の収蔵庫に保管されたコレク
ションは、人間の寿命の何倍も長生きして、
未来の子孫たちへ確実に引き継がれていき
ます。当館が開館して18年。この期間に作
り上げた自然コレクションとその研究成果
の一部を紹介します。標本そのものだけで
なく、標本が語るストーリーにも耳を傾け
てみてください。�

11月18日G　第１回15:30～第２回18:30～�
●竹田扇之助記念国際糸操り人形館�

飯田少年少女合唱団�

第16回定期演奏会�霜月人情噺の宴�
竹田人形館�
特別企画�

12月24日A　開演14:00�
●飯田文化会館ホール�

　ホールいっぱいに響く子どもたちの歌声をお楽し
みください。��
演奏曲目　「音楽物語ごんぎつね」ほか�
ゲスト　　ソノール・クラリネットアンサンブル�
チケット　●500円（小学生以上・全席自由）�
　　　　　　チケットのお求めは文化会館まで�

　竹田人形座は、その卓越した技で日本人の美と心
を表現してきました。日本の話芸もまた、豊かな情景
を描き出し、我が国特有の文化として確立しています。�
　今年も昨年に引き続き、古典本格派であり創作文芸
落語の立川談四楼さんをお迎えし、二つの演目ともに、
江戸の人々の親子の情愛
をテーマに巧みな語りで
お聞きいただきます。秋の
夜長、じっくりと至芸をご
堪能ください。�

昨年の演奏会風景�

演目　第１回「ぼんぼん唄」、第２回「柳田格之進」�
定員　毎回70人�
チケット　●各回　2,500円、通し券　4,000円�
　　　　　（いずれも人形館観覧料を含む）�
問合せ　　竹田人形館　10265（23）4222

しもつきにんじょうはなしのうたげ�


